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【2015 年 3 月期第 2 四半期決算の業績について】 

Q：金融 IT ソリューションセグメントの第 2 四半期の営業利益率が、前年同期比で低下しているが、

どのような要因か？ 

A：第 1 四半期に発生した不採算案件 2 件が利益に貢献していないほか、4 月から連結対象となった

グループ会社の営業利益率が低いことなどによる。 

 

Q：産業 IT ソリューションセグメントの第 2 四半期の営業利益率が、前年同期比で大幅に改善して

いるが、どのような要因か？ 

A：通信業をはじめとする顧客の案件拡大による増収で稼働率が上昇したことや、プロジェクト管理

に努めシステム開発案件の採算性が改善したことによる。 

 

Q：第 1 四半期に発生した不採算案件 3 件の状況と見通しは？ 

A：第 1 四半期に見直しをおこなって以降は、特に大きな変化はない。プロジェクト管理をしっかり

とおこない、再発抑止に努めていく。 

 

Q：販管費は第 1 四半期には低い伸び（前年同期比 1.2％増）であったが、第 2 四半期に大幅に増加

（前年同期比 17.0％増）している。どのような要因か？ 

A：賞与引当金繰入が利益に連動するため、第 1 四半期は減益にともない減少したが、第 2 四半期は

増益に転じた分増加した。第 2 四半期累計ではほぼ想定並みとなった。 

 

Q：受注高（7~9 月）の増加要因は？ 

A：産業 IT ソリューションセグメントにおいて通信業向けを中心に増加したほか、金融 IT ソリュー

ションセグメントにおいて 4 月から連結対象となったグループ会社も寄与した。 

 

Q：外注費の増加要因は？外注単価の上昇も起因となっているのか？ 

A：増収にともなう増加に加え、第 1 四半期に発生した不採算案件でも増加した。また、減価償却費

を原価とする売上が減少し外注を活用するシステム開発などの売上が増えたという売上構成の変化

も影響している。外注単価に大きな変化はない。 
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【2015 年 3 月期通期見通しについて】 

Q：証券業の通期見通しを若干引き下げたが（前回予想差：△20 億円）、どのような要因か？ 

A：上期の業績の状況をみてそれを反映させたというのが主な理由。期待した大型案件が受注できな

かったというようなことではない。 

 

Q：第 2 四半期の業績は好調にも関わらず下期は減収見通しであるが、どのような要因か？ 

A：前下期の増収が大きかったことの反動などがある。下期に向けて好調なトレンドが変わるという

ことではない。 

 

 

以上 


